






要約 ほとんどの診療機関では、小児の基準値を必要としていながら、独自の基準値・基

準範囲を作成に困難を来している。健康者の検体の収集の困難なこと、予算的に問題が大

きいこと、などがその主な理由である。しかし、日常臨床の場でも、また臨床的研究を進

める上でもどうしても正しい基準値が必要である。その目的を達成するためには、一医療

機関の努力では殆ど不可能に近く、多くの専門家の共同作業が必要である。今回は、現在

進行している共同作業のうち、日本臨床化学会小児臨床化学委員会の提案と小児基準値研

究班の活動について報告する。 


